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昨秋，この文献紹介を依頼されなが

ら，転勤を理由に原稿を送らず，編集

にたずさわるかたがたに大変迷惑をか

けてしまっていたが，ちょうどその頃

『情報管理』の「ことばの泉JO欄に
このマニュアルの概要が掲載された。

その欄の筆者内田尚子氏は，このマニ

ュアルをコンパクトにまとめて， r情
報センタ，抄録索引サービスおよび図

書館の技術管理およびシステム設計ス

タッフが，同じレフアレンスマニュア

ル方式を採用している他のセンタと互

いにファイルと交換できるような方法

で，システムを設計するのに役立つ仕

様書ともいうべきものであり，初心者

の教科書とか，図書館のカタロギング

マニュアルの類とは全く違ったもので

ある」と紹介している。これだけでこ

のマニュアルの抄録といえそうだし，

私もこれがとりわけてシステムの書で

*ながたはるき 国文学研究資料館

あると同意するが，今一度，若干偏っ

た姿勢でもって紹介してみよう。とい

うのも，従来より営々として資料を扱

ってきた図書館のような機関にあるも

のにとって，システムという言葉はそ

れほど明噺ではないし，必ずしも合法

則的なものでもない。そんな想いを抱

きながらのプリーフィングである。

ところで MARCは，コンピュータ

ーの図書館への浸透を決定的にしたも

のであろう。いわ<，コンピュ一安ー

は「情報の洪水」に対処しうるもので

あるとか，われわれの業務を代替した

り，省力化する道具である。そんなイメ

ージを具体化したものとして MARC

が現われたのであり，それがとくに図

書館の日常の基本的な業務を対象とし

ていたから，その影響とそれへの待望

は大きかったわけである。しかしなが

ら，現在までこの国では MARCの効

。情報管理 VoI.18 No. 7 Oct. 1975 p. 617. 
- 57-



用はそれ本来のあり方に比して，さほ

ど大きくない。理由はいくらもつけら

れよう，たとえばL(コ・MARCのテー

プを導入しても，多くの図書館の収書

に対するカバーレッジが低いとか，有

効な活用の手だてがないといったこと

などと，とにかく，従来の図書館に適

合しなかったようである。一方それと

は別に，東洋の繁栄する国では，コン

ピューターが図書館にもちこまれ，非

書誌的業務での実用がすすめられた。

ブルドーザーのごとき総括をすれば，

これがこれまでの図書館へのコンピュ

ーター導入のあり方ではなかったろう

か。むろん，この間の努力は評価され

ねばならないし，かなり高いレヴェル

のものも出現したことも確かであるが。

このあたりで，コンピューター技術

を活かした業務の姿を，上に指摘した

ような肢行的進展を反省した上でみい

だすべきである。つまり，なぜ書誌的

な作業がうまくいかずに，そうではな

いものが成功したかという問いに応え

なくてはならない。ひとつにはシステ

ムの規模という問題でもあるが，あり

ていにいってしまえば，やはり総体的

なシステムの観点が欠落していたり，

あったとしてもコンピューター技術に

ふりまわされたものであったろうと思

われる。ときには，システムに触れな

いという暗黙の了解の上でコンピ品ー

ター化が実行されてしまったかもしれ

ない。それだから， MARCについて

は， r遠吠えJが盛んになり，その「音

色」の評価争いとなったし，他方の非

書誌的業務はコンピューター・オリエ

ンティドな「システム」で稼動したの

である。システムはコンピューターに

よって創られるというより，変えられ

るのであり，その変更は現行のシステ

ムの影響を受ける。つまりコンピュー

ター導入は必ずや臭ったシステムへの

移行を促すのである。そしてさらに，

もしも旧来のシステムが把握されてお

り，新しいコンピューター・ベースの

それもみえているならば，問題は両者

の接続の具合，インターフェイスの持

ち様にある。

だが，問題提起をすればそれですむ

わけではなし現実の課題に対処して

L 、かねばならない。ところで，われわ

れはもともと最先端に立ってはいない。

過去の遺産を継げばいいのである。こ

の事実はこれまでもある程度まで同じ

状況だったのだが，問題はその相続の

仕方ではなかろうか。たとえばわれわ

れのもつ遺産は第一にこの書のような

マニュアルである。そして今視点を変

えてみよう。マニュアルはわれわれの

労働過程(手作業)を示すと同時に，

コンピューターやシステムへのインタ

ーフェイスの手引きであると，つまり

全体的な視座でシステムの書と理解す

るのである。私はこのような着眼を，

ネットワークにおける互換性の問題を

考え比較マニュアル論を試みてみよう

としたとき，やっと思いついた。愚か

にもシステムの問題をとらえる手段を
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(表 1) 

除ド52Analytic l¥1onographic Collecti¥'e 
Serial ゾ ゾ
Book ゾ ゾ 、/

Report ゾ 、/

Thesis ゾ
Patent ゾ* ¥/ 

見すごしていたよう

だ。そこで，ひとつ

MARC ・ マニュア

ルついてもいかにイ

ンプットしていくか

の説明書とみるので

はなく，それによっ

てMARCのシステ

ムを，理解し検討せ

ねばならなL、という

のが，現状への視点

の転換であると同時
* if taken from a comprehensive announcement in an 
o伍cialgazette 

に， このマニュアノレ

への対応の仕方とならないだろうか。

外側よりのこのような指摘を，この

マニュアノレは内容的にも反映している。

すなわち，これは表面的な「仕様書J

の意義をこえているのであって，その

総体的な構成は注目すべきものである。

それを次に具体的に示しておこう。

第 1部.書誌レコードのフォーマッ

トと内容。文献タイプと書諸レヴェル

のとらえ方，各文献タイプごとに必須

のデータ要素の集合の全般的な定義。

第2部:個々のテータ要素の詳細な

定義と，必要に応じて，データ要素の

内容の選定および収録方法の手引き。

第3部:レコード・フォーマット，

文字コード等，主にコンピューター・

システム設計者向けの事柄の詳細な説

明。

第4部:このマニュアノレに記述され

た条項にによって，各文献タイプごと

に作成した完全な:芹誌記述の例。

四部構成による全体の中で，とくに

第一部に概念的に示された書誌制御の

あり方，つまり(表 1)にみられるよ

うな書誌収録を，このシステムは実行

する。 r二次情報サーヴィスで通常ひ
き合いに出される各種の学術文献につ

いて，引用の書誌表示として適切な書

誌要素を決定する」というスコープが，

このような領域を包含し，それらの制

御指針を定めたのであるが，これほど

の広がりをとらえているシステム(マ

ニュアル〉は他にないし，また広がり

を求めるばあいによくあるサブ・シス

テム相互の不均衡さをまぬがれている

点もこのマニュアルの確かさである。

さて，一度はこのマニュアノレの成り

立ちに日を転じてみなくてはならない。

rUNISIST jICSU-ABの書誌記述作

業部会によって整えられたこのレフア

レンス・マニュアルは， UNISISTと

ICSU-UNESCOの世界的な学術情報
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ネットワークの可能性の検討プロジェ てもそうであるコレコ ド・フォーマ

クトのもとに 4年間にわたる国際的協 ットは 1502709 VとL、ぅ標準のひと

同作業の結果」と述べられているよう つの実行例ではあるが，これへ変換可

に，これは国際的な次元で考案された。 能ならばどんなフォーマットを使って

作業部会のメンバーをみても 150， もL、L、のである 3 そこに現われた怠凶

FID， IFLA， IATUL， INI5， OECDな は，このマニュアルがシステム設計上

どの専門家から成っている。そしてこ の議問題について示唆するものなので

の作業%会が先に示した目標をめざし あるコ

て，具体的には1)抄録や索引サーヴィ ところで，君諸要素におけるエツセ

ス， 2)サーヴィス相互間の情報交換の ンシャノレ・データという概念が現われ

促進， 3)より容易にコンピューター・ ているが，少しそれにこだわってみよ

ベースの情報を提供しうるために，ま う3 いわゆるエツセンシャル・ミニマ
エヴセソγ ヤル ε三マム

ず必要最小限のデータを定義し，そ ムということは，書誌作業にたずさわ

れに補足的データを指示したのである。 っているものにとって!'J明すぎるほど

この間，第一次草案が1972年の初めに 臼明であるはずなのだが，実はこのマ

でき，その後 Universityof 5he伍eld， ニュアルにそれをみるときある新しさ

Postgraduat巴 5choolof Librarianship を感ずるのである。とL、うのもたとえ

and Information 5cienceでテストを ば制限目録法における:軒主要素はひと

おこない，討論が重ねられたうえで19 つのエツセンシヤノレ・ミニマムではあ

74:if-に発表されるという経緯であったコ るが，そのばあい多くはif菜量上の問

また，内田氏によると今後の保守のた 題が先だったりして混乱している。ま

めに， UNI5I5T Information C巴ntre た別には，各館でのエツセンシャノレ・

on Bibliographic Descriptionsが創設 ミニマムの相違がその図書館なりの反

されようとしているそうである。 映として考えられるばあいもある。前

このマニュアルは，しかしながら， 者ではなく後者のようなレヴェノレでま

厳格な標準をめざしたものではない。 ず恨本的にエヅセンシャノレ・ミニマム

レフアレンス・マニュアルと名づけら を考えられねばならないのであろう

れているとおり，ひとつの勧告であり， し，これを明確にすることは実際上の

エツセンシャル・ミニマムを中心に情 必要である 3 つまり先に私は比較マニ

報交換をするとしても，各システムご ュアノレ論といったが，情報を相互に交

とに機能上必要なものを選べばL、いの 換し合う上で，マニュアノレを比較検討

であり，この点はフォーマットについ しておくという意味あいと，それによ

2) 150 2709-1973: Documentotion-format for bibliographic information interchange 

on magnehc tape_ 
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表 2 (E:エツセンシャノレ・データ・エレメント〕

"守i宅z 
‘山 要 卦号

呂町・ial Book Report Thpsis Patent 

A M A r..l C A M l¥1 A/M 

II1t(pIrSnSatNI) on al SU口dardSt'l・iulNumlwr 
E E 

CODEN (j川 ρ山 n:tltC'rnati町、 toTSSN) 3ド * “Short tit1e" of sprial 民 日

SerIps d，.si再nati付目
Volume numlwr E E E' E' 

Tssue or part nllmbt' l~ E R El 1・，:1

Other identificユtjonof iS~l1(> or pal't R R 

Title of contributinn (analylic) R E E 

TRdIoeCUoHf 1ρvnot lLIme， monoErap110r pntmt E I三 日 E 日 E 日

Title of collf'ction E' E' E 

Person associuted w寸tha confrihution E E E 

Pt'l'son associated with n mnnogTaph E E E E E 

1ヲf'rsonassociau-.d with a collt'(、lion E 

Affi1iation - contribution. R E E 

Affil iation -monograph E 
. 

Affiliation -' ('ol1f>ction 

Corporate author -contl'ihutinn E E E 

Corporate ・author-monograph R E E 

Corporate author - collection E 

Page numhers R E R E 

Date of issu丹けrimprint R R E R E Iミ E お

Date oI puhli('ation2 E 

Languageら)of t，'xt R R E 1・: E E I三 E 

I~angua宮e(s) of summari(耳目

Publi日hρr:nam仔日n。rl1l104:ttlij dh11 
(mono~r品ph 01・4・引 tiOI 日 Iミ R 

Inte-rnationa.l StatHlard Book ~llmlH" r~ 日 E I三(lSJli¥) 

Edition E ]ヲ E 

COfIolai tloioc円titodn ps「riI1tionof zIOn-R f I ltiI E 

ColIation: df>S<Tiption of mono日，'.:¥ph E E E R 区

:"¥an開。f，mp.etin/.!;1 
Location of ml'(>ting4 
])3tl"' of mpf>tin/.{' 

Identificati()ll l)f patpnt oO('UI11('l1t 日

I'l'TSOn associatf.(l with a patt'nt 
E 

正locum山，t

CoPr礼ptoPrIEattRdo1r30ll41IEy1ρ1n11RL Rfw fatP411vi thn E 

nnmestic fili口"<l九te

Convpntion priority dat江

Ht'f(>rドnre-to a 11、g-:llly-n'1att'<1 
dumesti口 uoι'tunent..

Report number E 日

Name of pf'rforming organisation 

IT n i lIvEHp tris tiilttyioI(1o) rothtf educat lollal E 

])0日I'eelevel 

A¥'ailability of do('ument E E Iミ

Source of abstr'act 

Numbj'r of rcfereneむ日

“Summary only." n6t6 
Abstract number(s) 

Ancil1ar;9' uata 



ってどのマニュアルにも組み込まれて

いるものをエツセンシャル・ミニマム

の一例とみなすという実務上の意図が

あったのである。これを把握しておか

ないと，いくら高い見地でシステムを

立てようと，実行上においてシステム

設計は困難であろう。 UNISIST・レ

フアレンス・マニュアルがこの点から

いってもすぐれて現実的なものである。

MARC ・マニュアルのある意味での

むずかしさもこのあたりにあるのかも

しれない。

~2 図はこのマニュアルのエツセン
シャノレ・ミニマムである。上に述べた

エッセンシヤノレ・ミニマムのシステム

上の意味合いはともかく，それら白身

書誌要素として適当であるかどうかは

より基本的である。すなわち書誌要素

の把握の仕方に焦点をあてておかね

ばならない。ごく最近，私は同じく

UNISISTから LI:lされた“Format

incompatibility and the exchange of 

bibliographic information"事という

リポートを入手したが，これは再々ひ

きあいに出している比較マニュアルの

文献である。少々横道にそれるが，こ

のリポートは， UNISTST・レフ Tレ

ンス・マニュアル， LC・MARC，BNB. 

MARC， Canadian ・MARC，MONO-

CLE， EUDISED， INTER-MARC， 

MABlとの八つのシステムを比較し

“Universal exchange format" をめ

ざているものである 3 そして，この研

究の結論によると，ほとんどあるいは

すべてのフォーマットにおいて本質的

なデータは共通であったが，より詳し

い考察をすると，それぞれのユニーク

な要素定義が相当多〈みられたという。

いわゆる互換性の問題がコンピュータ

ーや物理的なフォーマット定義のあり

方にはもはやな(，データの把握のあ

り方こそ重大であるということである。

(表2)をそのような意味で検討して

いくべきであろう。(最近科学技術庁

振興局で出した『書誌的情報の記述に

関する基準(案)J1~というのは，この

マニュアルを下敷にしているのだろう，

これについても合せて検討したい。〉

それにしても，このマニュアノレは先

のリポートがく文献タイプ対書誌レヴ

ェル〉というマトリックスの構成によ

るその手法を高〈評価し， MARCフ

ォーマットよりはるかに実行上のフレ

クシビリティをもつものと評価してい

るように，非常に有益なシステムを提

示している書である。

;j) Format incompatibility and the exchange of bibliographic information : a com-

parative study / prepared by John S. Mackenzie-Owen. -Paris : Unesco， 1976. -
6Op.;30cm 
UN series no.: SC.76/WS/1 
事 書誌的情報の記述に関する基準(案):参照文献の書誌記述/科学技術情報流通技術基

準検討委員会。ー〔東京):科学技術庁振興局， (1975) ，-40p.; 26 cm 
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